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成瀬廉二（なるせ　れんじ）
1942年、京都生まれ。北海道大学大学院理学研究科修了。理学
博士。1968～2006年、北大低温科学研究所にて氷河・氷床の研
究と大学院教育に従事。第10次・第14次南極観測越冬隊員、第
34次南極観測夏隊長。パタゴニア氷河調査：計10回。2006年から
鳥取市を拠点にNPO法人氷河・雪氷圏環境研究舎を主宰。
Profile
南極へ向かう観測船が暴風圏のさなか、または抜け
出した頃、水平線の遠くあるいは至近距離に初めて氷
山を見る。その位置は年により天候により異なるが、過
去の観測隊のレポ トー等によると南緯51度～60度あた
りである。47年前、「ふじ」甲板から氷山を初視認したとき、
「いよいよ、南極へ来たのだ」と、ぎゅっと身が引き締ま
る感がしたことを覚えている。
氷山という用語はアイスバーグを翻訳したものであり、
南極関係者や船乗りには何の疑問もなく受け入れられて
いるが、一般にはイメー ジし難い語である。雪を頂く山を
雪山というので、氷山を氷で被われた山（つまり氷河）と
思っていた人もいる。尤もなことである。
南極の氷山の源は大陸上の氷であり、その縁から巨
大な氷の塊が割れて、海に流れ出たものである。今まで
に人工衛星で観測された史上最大の氷山は、2000年
にロス棚氷から分離した卓状氷山で、長さ295km、幅
37km、面積11,000km2は東京都・埼玉県・千葉県を
合せた面積に相当する。
もちろん北極でも、グリー ンランドを筆頭に大小の諸
島から多くの氷山が生産されている。1912年タイタニック
号が衝突して大事故となった氷山は、グリー ンランド西
岸から流れ出て、カナダ東岸を南下し米ボストンの真東、
北緯42度まで達していた。
山岳氷河では、1年間に積もる雪とほぼ同じ量の氷が
融ける。ところが南極では、氷が融けるのは夏期の海
岸付近に限られるので、大陸上に1年間に積もる雪の約
97％の量の氷が氷山として海に流れ出ている。したがっ
て、地球温暖化が将来進んだとしても、内陸域の雪や
氷は全く融けず、むしろ降雪量が増えるので南極大陸の
氷は増大し、世界の海水面を低下させる。これが、20
世紀末までの世界の専門家の共通認識だった。
しかしその後、南極大陸の一部地域の氷の流れが速
くなり、氷が薄くなりつつあることが観測され、もしこ
の現象が将来も続くとすると、氷山としての流出量が多
くなり、したがって世界の海水面を上昇させる可能性が
ある、と考えられるようになった。なお、海に浮く氷山
が融けても海水面に影響を与えないが、陸上の氷が海
に流れ出る瞬間に海水を押しのけるので海水面を上昇
させる。
南極大陸から分離した氷山は、周りの海氷に取り囲ま
れている間は何年でもその付近にとどまっている。そして、
何らかのきっかけで海氷野から外洋へ出ると、主として海
流、および風の影響を受けて漂流し、暖かい海域に入る
と急速に融解と崩壊が進み、間もなく消滅する。海から
蒸発した水蒸気が雪となって南極大陸に降り、長い時間
をかけて氷に変わり、海岸に向かって流れ、氷山となって
海に出て、いずれは融けて海に還るのである。 〈完〉
消耗しつつ南大洋を漂流する氷
山（1974年2月）。水面上に現れ
ている部分は、氷山全体積の11
～14％。氷山は水面上でも水面
下でも融け、分裂するので、バラ
ンスが崩れると起き上り小法師の
ように突然大きく姿勢を変える。 
第12回中高生南極北極科学コンテスト受賞者決定！
今年も全国の中高生に、南極または北極で実施したい研究や実験・調査の提案を募
集しました。全国38校・254件の募集の中から、科学技術学園高等学校3年生越前
翔さんの提案『北極・南極の水質調査』が「南極北極科学賞」を受賞。人間活動が限
定されている南極と北極の水質がどうなっているかとの素朴な発想から地球環境問
題への発展が考えられる点が高く評価されました。第57次南極地域観測隊と北極
観測チームがそれぞれ調査を行い、来年結果を報告します。
